
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

6・7
①《特集》広がり始めた「ケアラー支援条例」
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「ピープルファースト」って？

⑪「市民活動川柳」欄はじめます（募集要項）

⑫《この人に》 
森 まゆみさん （作家）

⑭《V時評》
市民活動は自治の営み～本誌発行で目指すもの

⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 
未来を変えた、きっかけの日
田尻 佳史（特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター 常務理事）

⑯《西日本豪雨災害 広島発～現地から伝える「被災地の今」》  
支援の「恩送り」へ 
地域の防災・減災意識が向上
松原 裕樹（特定非営利活動法人ひろしまNPOセンター 専務理事・事務局長）

⑰《現場は語る～コーディネートの現場から》

多様なボランティアを生かし 
子どもが自由に過ごせる場づくり
朝倉 美保（特定非営利活動法人Reframe 代表理事）

⑳《NPOのための ほっこり法律相談》
その政治参加、個人として？ 団体として？
樽本 哲（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《アゴラ／ライブラリー》
談話室マチソワ／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 
大西 ふさ子 さん

（京都タオル帽子の会 代表）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな
い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」
「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

を読む会 次回開催は2026年7月17日（金）12：10～12：55の予定です！
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「ケアラー支援条例」をご存じだろうか。

２０２０年の埼玉県を手始めに、

家族など身近な人を無償で介護する

「ケアラー」に光を当てた条例が

全国３６道県市町で制定されている（２０２６年５月現在）。

全自治体数から見れば２％ほどだが、

「ケアされる人」と「ケアラー」の関係を可視化・再定義し、

その先には国の立法化への期待もある。

先行事例を交え、ケアラー条例の持つ意義を紹介する。

広がり始めた
「ケアラー支援条例」

特　集

■チームメンバー■
津止 正敏、牧口 明、増田 宏幸、村岡 正司

1 2026年 ウォロ6・7月号（通巻567号）



⒈
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
登
場

福
祉
や
介
護
、
教
育
等
の
領
域
で
新
た
な

ケ
ア
政
策
の
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。
２
０

２
０
年
３
月
に
埼
玉
県
が
全
国
に
先
駆
け
て

実
現
し
た
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
に
端
を

発
し
た
自
治
体
に
お
け
る
同
種
の
条
例
化
の

動
向
だ
。
い
ま
こ
の
条
例
は
、
私
の
活
動
現

場
で
あ
る
京
都
市
は
じ
め
全
国
36
自
治
体

（
８
道
県
・
２
政
令
市
・
26
市
町
）
に
広
が
っ

て
い
る
。「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
誰
の
こ
と
を

言
う
の
か
。
京
都
市
の
条
例
は
「
高
齢
、
身

進
展
や
単
身
化
な
ど
家
族
形
態
の
変
化
、
女

性
の
就
労
化
な
ど
ケ
ア
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
も
な
お
社
会
に
深
く
根
を
張
り
実
際

に
機
能
し
て
い
る
ケ
ア
規
範
で
あ
る
。
規
範

と
環
境
の
ズ
レ
、そ
し
て
政
策
の
遅
れ
が
、ケ

ア
の
必
要
な
人
だ
け
で
な
く
ケ
ア
ラ
ー
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ケ
ア
に

起
因
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
心
中
・
虐
待
・
殺

人
・
自
死
・
離
職
等
々
。
確
か
に
ケ
ア
ラ
ー
の

自
己
犠
牲
的
な
献
身
で
在
宅
介
護
は
や
っ
と

維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

⑵
肯
定
さ
れ
る
べ
き
ケ
ア

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
は
上
記
の
ケ
ア
を

巡
る
困
難
性
だ
け
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。「
社
会
の
存
立
の
基
礎
的
な
条
件
」

（
京
都
市
）、「
人
と
人
と
の
関
係
を
つ
な
ぐ

大
切
な
行
為
」（
藤
沢
市
）
と
し
て
ケ
ア
を

再
定
義
し
、
人
と
そ
の
社
会
を
支
え
る
不
可

欠
な
営
み
と
い
う
側
面
か
ら
支
援
の
必
要
を

説
く
条
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。「
介
護
は
人

間
し
か
し
な
い
、
他
の
動
物
は
決
し
て
し
な

い
営
み
で
す
。
で
す
か
ら
、
介
護
す
る
こ
と

は
人
間
の
証
明
で
す
」「
男
性
諸
兄
、
介
護

体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
、
疾
病
、
使
用
す

る
言
語
等
に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る
親
族
、

友
人
そ
の
他
の
身
近
な
人
に
対
し
て
、
無
償

で
ケ
ア
を
提
供
す
る
者
」
と
定
義
し
て
い
る
。

一
見
す
れ
ば
、
現
行
の
介
護
・
福
祉
等
の
関

連
法
制
度
に
、「
家
族
」「
介
護
者
」「
養
護

者
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
た
者
を
い
う
よ
う
だ

が
、
条
例
の
ケ
ア
ラ
ー
定
義
は
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
家
族
関
係
を
超
え
、
友
人
そ
の

他
身
近
な
人
も
認
知
し
、
言
語
支
援
な
ど
広

範
な
分
野
も
支
援
射
程
に
収
め
て
い
る
。

⒉�

な
ぜ
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
」
の�

法
的
環
境
の
整
備
が
必
要
か

⑴
過
酷
な
ケ
ア
負
担

な
ぜ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
必
要
な
の
か
。
こ

の
問
い
へ
の
確
か
な
解
の
一
つ
は
、
孤
立
し

疲
労
困こ

ん
憊ぱ

い
し
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
過
酷

な
ケ
ア
実
態
が
あ
る
か
ら
だ
。
ケ
ア
責
任
を

家
族
が
担
っ
て
当
然
と
す
る
家
族
主
義
や
ケ

ア
役
割
を
女
性
専
業
と
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規

範
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
少
子
高
齢
社
会
の

の
世
界
に
よ
う
こ
そ
！　
真
人
間
の
世
界
へ

ウ
ェ
ル
カ
ム
！
」。
こ
れ
は
筆
者
が
代
表
を

務
め
る
男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
発
足
の
日
（
09
年
３
月
８
日
）
に
、

樋
口
恵
子
さ
ん
か
ら
届
い
た
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
。
徹
底
し
て
ケ
ア
を
肯
定
す
る
熱
い
エ

ー
ル
だ
が
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
な
ぜ
必
要

か
」
と
い
う
問
い
へ
の
も
う
一
つ
の
確
か
な

応
答
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

⒊「
二
兎
を
追
う
」
取
り
組
み

た
だ
、
一
つ
だ
け
留
意
し
た
い
こ
と
が
あ

る
。
私
た
ち
が
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
を
言

え
ば
言
う
ほ
ど
に
、
ケ
ア
の
必
要
な
本
人
へ

の
支
援
を
後
景
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、
介

護
の
社
会
化
に
逆
行
す
る
家
族
の
資
源
化

（
再
家
族
化
）で
は
な
い
か
、と
の
声
を
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
要
ケ
ア
児
者
に
対
す
る
支
援
が
ま

だ
ま
だ
不
十
分
、
未
成
熟
と
い
う
実
態
こ
そ

が
ケ
ア
ラ
ー
の
大
き
な
困
難
要
因
と
な
っ
て

い
る
現
実
へ
の
、
ケ
ア
ラ
ー
サ
イ
ド
か
ら
の

異
議
申
し
立
て
こ
そ
が
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
求

め
る
声
で
も
あ
る
。
も
う
一
人
の
当
事
者
と

「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」が
問
う
て
い
る
こ
と

�

―
ケ
ア
と
ケ
ア
ラ
ー
の「
再
定
義
」

立
命
館
大
学
名
誉
教
授　

津つ

止ど
め 

正ま
さ

敏と
し

１
９
５
３
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
京
都
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
を
経
て
現
職
。

男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
、

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
代
表
理
事
を
務
め
る
。
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広がり始めた「ケアラー支援条例」特　集

し
て
の
悲
痛
な
訴
え
だ
。
本
人
支
援
の
拡
充

は
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
前
提
で
あ
り
、ケ
ア
ラ
ー

支
援
を
本
人
支
援
の
貧
し
さ
の
隠
れ
み
の
に

し
な
い
、
そ
し
て
あ
れ
か
こ
れ
か
に
誘
導
さ

れ
る
こ
と
な
く
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
と

い
う
法
的
環
境
を
根
拠
に
し
て
、
双
方
の
よ

り
抜
本
的
な
改
革
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た
背
景
と
意
図
を

持
っ
て
〝「
二
兎
」
を
追
お
う
！
〟
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
発
信
し
て
い
る
。

⒋�

ケ
ア
ラ
ー
の�

「
四
つ
の
モ
デ
ル
」

ケ
ア
ラ
ー
は
こ
れ
ま
で
関
連
法
制
度
や
支

援
機
関
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
役
割
発

揮
を
期
待
・
強
要
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
問
い

に
し
た
英
国
の
文
献（
注
）が
、
次
の
四
つ
の

ケ
ア
ラ
ー
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。
一
つ

は
マ
ル
チ
な
「
介
護
資
源
」
と
し
て
、
第
２

に
専
門
職
の
「
協
働
者
」
と
し
て
、
第
３
は

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」
と
し
て
、
そ
し
て
第
４
は

ケ
ア
関
係
か
ら
生
じ
る
「
義
務
」「
責
任
」
な

ど
と
切
り
離
し
て
「
ひ
と
り
の
市
民
」
と
し

て
捉
え
る
、
と
い
う
モ
デ
ル
だ
。

わ
が
国
の
実
情
を
見
れ
ば
、
今
も
ま
だ「
介

護
資
源
」
と
位
置
付
け
る
ケ
ア
ラ
ー
の
見
方

は
根
深
く
残
り
、
専
門
職
に
広
く
み
ら
れ
る

「
協
働
者
」
と
し
て
の
扱
い
は
悪
意
が
な
く
と

も
ケ
ア
ラ
ー
を
ケ
ア
資
源
側
に
押
し
出
す
ベ
ク

ト
ル
と
し
て
機
能
し
、
支
援
が
必
要
な
「
ク

含
す
る
ケ
ア
ラ
ー
定
義
や
、
ケ
ア
を
受
容
し

肯
定
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
新

た
な
社
会
像
の
提
起
な
ど
は
、
す
で
に
本
稿

「
１
」
や
「
２（
２
）」
で
も
紹
介
し
て
き
た
通

り
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ケ
ア
ラ
ー
の
捉
え
方
に
か
か
わ
っ
て
も
印

象
的
な
一
文
が
あ
る
。「
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
、

単
に
ケ
ア
を
担
う
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
社
会
に
生
き
る
一
人
の
市
民
と
し
て
尊

重
さ
れ
、（
中
略
）
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
」（
京
都
市
前
文
）、
と
い
う
第
４
の
ケ

ア
ラ
ー
モ
デ
ル（
本
稿「
４
」）を
想
起
さ
せ
る

一
文
で
あ
る
。
ケ
ア
の
責
任
や
義
務
の
あ
る

者
と
し
て
、
ケ
ア
の
必
要
な
人
に
付
属
し
副

ラ
イ
エ
ン
ト
」
と
し
て
の
理
解
す
ら
ま
だ
そ

の
法
的
根
拠
は
未
整
備
だ
。
ま
し
て
や
、
第

４
モ
デ
ル
に
み
る
よ
う
な
ケ
ア
ラ
ー
自
身
の

人
生
を
生
き
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
問
い
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
。

⒌�

ケ
ア
と
ケ
ア
ラ
ー
の�

新
た
な
政
策
理
念

こ
う
し
た
状
況
下
で
生
ま
れ
た
の
が
、
ケ

ア
ラ
ー
支
援
条
例
だ
。

各
地
で
制
定
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
の
条
例

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
ア
関
連
施
策
と
は
異

な
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
。
血
縁
家

族
を
超
え
た
ケ
ア
関
係
に
あ
る
人
等
を
も
包

次
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
ケ
ア
ラ

ー
認
識
か
ら
す
れ
ば
特
段
の
進
化
が
あ
る
こ

と
に
気
が
付
く
と
思
う
。

条
例
が
備
え
る
こ
う
し
た
新
規
性
は
、
い

わ
ば
ケ
ア
と
ケ
ア
ラ
ー
の
再
定
義
と
も
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
理

念
の
域
を
出
て
い
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

ケ
ア
と
ケ
ア
ラ
ー
の
厳
し
い
実
態
が
こ
の
社

会
に
要
請
し
て
い
る
新
た
な
政
策
理
念
の
登

場
と
評
し
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

全
国
各
地
に
こ
の
条
例
制
定
の
運
動
が
広

が
り
、そ
し
て
国
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
基
本
法（
仮

称
）に
連
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
注
）Julia Tw

igg

＆Karl Atkin

『C
ARERS PERC

EIVED
-policy and practice in inform

al care- 

』1994

自治体名 条例名称 施行日
埼玉県 埼玉県ケアラー支援条例 2020年 3 月31日

茨城県 茨城県ケアラー・ヤングケアラー
を支援し、共に生きやすい社会を
実現するための条例

2021年12月14日

栃木県那須町 那須町ケアラー支援条例 2022年 3 月14日
長崎県 長崎県ケアラー支援条例 2023年 4 月 1 日
奈良県大和郡山市 大和郡山市ケアラー支援条例 2023年 4 月 1 日
栃木県 栃木県ケアラー支援条例 2023年 4 月 1 日
岐阜県 岐阜県ケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
熊本県合志市 合志市ヤングケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日

京都市 京都市ケアラーに対する支援の推
進に関する条例

2024年11月11日

神奈川県藤沢市 ケアをされる人もする人も自分らしい
生き方ができる藤沢づくり条例

2025年 4 月 1 日

秋田県 秋田県ケアラー支援条例 2025年 4 月 1 日
北海道八雲町 八雲町ケアラー支援の推進に関する条例 2026年 4 月 1 日
神奈川県相模原市 浦安市ケアラー支援の推進に関する条例 2026年 4 月 1 日
北海道栗山町 栗山町ケアラー支援条例 2021年 4 月 1 日
三重県名張市 名張市ケアラー支援の推進に関する条例 2021年 6 月30日
岡山県総社市 総社市ケアラー支援の推進に関する条例 2021年 9 月 9 日
北海道浦河町 浦河町ケアラー基本条例 2021年12月14日
岡山県備前市 備前市ケアラー支援の推進に関する条例 2021年12月24日
北海道 北海道ケアラー支援条例 2022年 4 月 1 日
埼玉県入間市 入間市ヤングケアラー支援条例 2022年 7 月 1 日
さいたま市 さいたま市ケアラー支援条例 2022年 7 月 1 日
福島県白河市 白河市ケアラー支援の推進に関する条例 2022年 9 月30日

鳥取県 鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりの
ある支え愛社会づくり推進条例

2023年 1 月 1 日

栃木県鹿沼市 鹿沼市ヤングケアラー支援条例 2023年 4 月 1 日
埼玉県戸田市 戸田市ケアラー支援条例 2023年 4 月 1 日

埼玉県上尾市 上尾市子ども・若者ケアラー支援
の推進に関する条例

2023年 7 月 1 日

福島県本宮市 本宮市子ども・若者ケアラー支援
の推進に関する条例

2023年12月14日

埼玉県蕨市 蕨市ヤングケアラー支援条例 2024年 3 月21日
北海道むかわ町 むかわ町ケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
福岡県みやこ町 みやこ町ケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
北海道秩父別町 秩父別町ケアラー基本条例 2024年 4 月 1 日
北海道恵庭市 恵庭市ケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
群馬県安中市 安中市ヤングケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
北海道苫小牧市 苫小牧市ヤングケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
神奈川県鎌倉市 鎌倉市ケアラー支援条例 2024年 4 月 1 日
千葉県浦安市 浦安市ケアラー支援の推進に関する条例 2026年 4 月 1 日

首
長
提
案
に
よ
り
制
定
（
23
自
治
体
）

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
（
13
自
治
体
）

【表】�全国の条例制定自治体と条例の名称・施行日 
（2026年5月１日現在）
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「
わ
た
し
た
ち
は「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
」
で

あ
る
ま
え
に
ま
ず
は
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
た

い
」。「
知
的
障
害
者
だ
か
ら
」
と
レ
ッ
テ
ル

を
貼
り
、
決
め
つ
け
が
な
さ
れ
る
状
況
は
今

な
お
存
在
す
る
。
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、

こ
の
状
況
に
、
当
事
者
が
冒
頭
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
げ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
、
知
的
障

害
の
あ
る
人
の
当
事
者
運
動
で
あ
る
。

日
本
で
は
１
９
９
４
年
か
ら
ピ
ー
プ
ル
フ

ァ
ー
ス
ト
全
国
大
会（
注
）が
開
催
さ
れ
、
国

際
会
議
へ
も
参
加
し
て
き
た
。
大
会
の
企
画

運
営
は
当
事
者
が
担
い
、
長
時
間
を
か
け
て

仲
間
た
ち
で
決
め
て
い
く
。
た
と
え
ば
２
０

０
０
年
の
大
会
で
は
「
な
か
ま
の
は
な
し
を

き
く
」「
厚
生
省
に
き
こ
う
」
と
い
っ
た
企

画
が
実
施
さ
れ
、
資
生
堂
が
設
け
た
お
化
粧

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
笑
顔
で
試
す
仲
間
の
姿
が

あ
っ
た
。
運
動
は
施
設
の
現
場
職
員
に
も
向

け
ら
れ
、
虐
待
や
性
暴
力
か
ら
仲
間
を
助
け

る
行
動
も
し
て
き
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
運
動
は
米
国
オ
レ
ゴ
ン

州
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
い
ま
、
そ

の
米
国
で
は
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が

叫
ば
れ
、
そ
こ
で
は
人
間
で
あ
る
前
に
、
特

定
の
属
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。

ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の
宣
言
は
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
者
団
体
に
と
っ
て
横
断
的
な
影
響

力
を
持
っ
た
。
そ
の
普
遍
性
は
障
害
者
に
限

ら
ず
、
人
種
、
性
別
な
ど
無
限
の
広
が
り
を

持
つ
と
筆
者
は
思
う
。
い
ま
こ
そ
、
世
界
に

届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
は
ず
だ
。

「
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」っ
て
？

 Vol.
148

日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授 �

�

藤
井 

渉

（
注
）知
的
障
害
当
事
者
の
交
流
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
情

報
交
換
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
。
２
０
２
５
年（
会
場
・

横
浜
市
）に
は
１
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
26
年
は
11

月
23
、
24
日
に
高
松
市
で
開
か
れ
る
。

10・11月号から「市民活動川柳」欄はじめます
【内　容】
①�市民活動そのものについて詠んだ川柳�
（例）今日もまた　子ども食堂に　笑顔満つ
②�一般的な社会問題（事象）などについて市民活動目線で詠ん
だ川柳�
（例）増え続ける　子ども食堂　よろこべぬ
【お名前】
柳名でも本名でもけっこうです。掲載誌面の大きさに制約がある
ため、柳名は「6文字以内」とさせていただきます。
誌面に載せる場合、本名のみの方は本名を、柳名を書かれた方は
柳名を掲載します。

【投稿作品数】1回につき5句まで
【投句先】作品投稿フォームで受け付けます。
URL https://forms.gle/DTZMfnbcW2XV9Mej8か
QRコードでお入りください。
【選　者】野咲 花子さん（川柳憲九会）
【「秀逸」作品の発表】ウォロ各号で掲載します。
■問い合わせ先■
大阪ボランティア協会
市民活動総合情報誌ウォロ編集部［担当・増田］
電話：06（6809）4901 Eメール：office@osakavol.org
※メールでの投句は受け付けていません。

このたび「市民活動川柳」欄を設けることになりましたので、作品を募集します。募集要項は以下の通りです。
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ラ イ ブ ラ リ ー

第74回

令和ファシズム論
極端へと逃走するこの国で
井手 英策著
筑摩書房、２０２５年８月
２,２０0円（税込み）

本 書のテーマは、令和期
の日本社会に立ちこめ

る「ぼんやりとした不安」の
正体について、「財政史」と
いう分析手段を用いてその輪
郭を可視化する「社会不安の
解剖学」である。

所得が伸び悩み、現役世代
への公的な生活保障が不十分
な日本では、多くの国民が将
来への不安を感じているとい
う。だが、著者の「不安」は
そこではなく、「社会不安と
でもいうべき、何かだ」。

日本銀行は国債を買い支え、
政府は積極財政という名のバ
ラマキを実行、各政党は一時
の給付や減税を競い合った。
その結果、与野党の政策面で

の隔たりは少なくなったが、
今度は分断をあおるような極
端な主張が現れ、SNSなど
を中心に支持が広がっている。

財政学者である著者はここ
で「ファシズム」という大き
なテーマを設定する。戦前期、
ファシズム前夜の日本とドイ
ツの状況を「財政の歴史との
対話」から読み解き、現代日
本の危機と「不安」の正体を
浮かび上がらせていく。

財政は連帯と共助のシステ
ムであり、欲望を満たすため
の市場経済に対し、財政によ
って「不平等が修正され、社
会の分裂が食いとめられる」
と説く。また財政は「よろこ
び（＝給付）」だけでなく「いた

み（＝税）」も分かち合い、あ
るべき社会への態度を決定す
る営みであり、「社会をうつし
だす鏡」だと指摘する。

著者は「ファシズム再来」
と声高に訴えてはいない。し
かし、右傾化と左傾化が同時
進行したファシズム前夜を現
代日本に重ね合わせ、左右対
立に愛想をつかした人々を扇
動する「極端主義＝エクスト
リーミズム」に警鐘を鳴らす。
エクストリーミズムに陥らず、
不安でなく希望を見るために
は、税を集め、経済的な資源
を再配分し、社会に秩序をも
たらす「財政の本質」に立ち
返ることが必要なのだ。

編集委員　阿部 太極

談
話
室
マ
チ
ソ
ワ

〝
日
本
一
長
い
〟天
神
橋
筋
商
店
街
近
く
で
２
０
２
３
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
扇
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ュ
ー
ブ
」。
い

く
つ
も
の
劇
場
や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
集
ま
る
こ
の
ア
ー
ト

複
合
施
設
１
階
に
あ
る
の
が
会
員
制
の「
談
話
室
マ
チ
ソ
ワ
」

だ
。
会
員
制
と
い
っ
て
も
、
入
口
脇
に
掲
げ
る「
マ
チ
ソ
ワ
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
お
客
さ
ん
に
話
し
か
け
ま
す
」「
初
め
て
の
お

客
さ
ん
同
士
で
も
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
」な
ど
と
書
か
れ

た「
会
員
の
し
お
り
」を
読
み
、
内
容
に
同
意
す
れ
ば
そ
の
場

で
会
員
と
な
る
。「
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
話
し
が
で
き
る

場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、
主
宰
す
る
山や

ま
納の

う

洋
ひ
ろ
し

さ
ん
は
言
う
。

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
所

長
代
理
で
も
あ
る
山
納
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
複
合
文
化
施

設
の
企
画
・
運
営
を
手
掛
け
る
一
方
、「
人
が
集
ま
り
、
関
係

が
生
ま
れ
る
場
」
を
テ
ー
マ
に
個
人
と
し
て
ト
ー
ク
サ
ロ
ン

企
画
「Talkin , About

（
ト
ー
キ
ン
・
ア
バ
ウ
ト
）」、
カ
フ
ェ

空
間
の
シ
ェ
ア
活
動
「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

「
場
づ
く
り
」
に
関
わ
っ
て
き
た
。

マ
チ
ソ
ワ
で
は
、
山
納
さ
ん
を
含
め
約
30
人
の
店
主
が
日

替
わ
り
で
店
に
立
つ
。
店
主
か
ら
話
し
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

見
知
ら
ぬ
人
同
士
が
観
劇
後
の
感
想
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
新
規
の
客
に
常
連
が
気
さ
く
に
語
り
か
け
る
こ
と

も
。
初
対
面
同
士
で
も
店
主
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
共
通
の
話
題

で
つ
な
ぎ
、
会
話
が
進
む
こ
と
も
多
い
。「
店
主
が
日
替
わ

り
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
個
性
が
こ
の
場
所
に
持
ち

込
ま
れ
る
か
ら
。
そ
の
違
い
も
面
白
さ
の
一
つ
で
す
ね
」

営
業
時
間
の
前
後
に
は
店
主
主
催
で
読
書
会
や
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
、
各
種
の
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
頻
繁
に
開
か
れ
、
店
主
と
客
、
店
主
同
士
、
客
同
士
が

出
会
い
、
新
た
な
企
画
や
活
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。「
知
ら
な
い
人
が
2
、3
人
来
て
話
が
始
ま
る
と
、本

当
に
化
学
反
応
に
な
り
ま
す
ね
。
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
小
さ
く
試
し
て
み
た
ら
い
い
。
こ
こ
で
試
し
た
こ
と
が
、

別
の
場
所
で
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
〝
実
験

の
場
〟
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

�

編
集
委
員　
華は

な
房ふ

さ 

ひ
ろ
子

ア ゴ ラ

第99回

談話室マチソワ
大阪市北区南扇町6-26 扇町ミュージアムキューブ1階
電話　06-6766-4166
営業時間　13：00～19：30
不定休

（営業日はhttps://talkin-about.sub.jp/matineesoiree/ で確認）

店内の様子。
奥の壁絵はイラストレーター、イワサトミキさんの作品

店主の日、持ち寄った本を紹介し合う「ビブリオトーク」を開いた山納
さん（奥正面）

テーブルには利用者が思い思いの言葉を書くノートがある入口脇に掲げられた「会員のしおり」
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